
2020年 7月号            サニナビ北九州  第 124号月刊 

 
 
 
 
 
 

 
北九州市保健所 
東部生活衛生課 
広域食品指導係 
小倉北区西港町 94-9 
TEL 093-583-2048 
FAX 093-583-2044 

６
月 

 

日
に
食
中
毒
注
意
報
を
発
令
！  

北
九
州
市
で
は
、
６
月
１
日
以
降
に
高
温
多
湿

の
日
が
続
い
た
と
き
に
「
食
中
毒
注
意
報
」
を
発

令
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
夏
場
は
、

細
菌
性
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
食
品
の
温
度
管
理
等
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
発
令
基
準
】 

 

北
九
州
観
測
局
で
観
測
さ
れ
た
午
前
10
時
の

気
象
デ
ー
タ
に
お
い
て
、
気
温
25
℃
以
上
、
湿

度
７０
％
以
上
の
日
が
２
日
間
連
続
し
た
と
き 

【
発
令
期
間
】 

令
和
２
年
６
月
15
日
～
９
月
末
日 

 

 

ち
な
み
に
、
過
去
３
年
間
の
発
令
日
は
、
左
の

と
お
り
で
す
。
今
年
は
前
年
よ
り
６
日
早
い
発
令

と
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
29
年 

 

６
月
27
日 

平
成
30
年 

７
月
2
日 

令
和
元
年 

 

６
月
21
日 

 

食
品
安
全
情
報 

☆
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生 

６
月
４
日
、
京
都
府
長
岡
京
市
の
病
院
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
す
る
医
療
従
事
者
支

援
の
た
め
、
同
市
の
飲
食
店
か
ら
無
償
提
供
さ
れ

た
弁
当
が
原
因
と
な
り
、
医
師
や
看
護
師
ら
職
員

53
人
が
発
熱
や
下
痢
の
症
状
を
訴
え
ま
し
た
。 

う
ち
、
８
人
か
ら
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
乙
訓
保
健
所
は
、
当
該
店

舗
を
原
因
施
設
と
す
る
食
中
毒
と
断
定
し
、
６
月

９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日
間
、
営
業
停
止
処

分
と
し
ま
し
た
。 

・
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
と
は
？ 

サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
は
、
鶏
、
牛
、
豚
な
ど
の
動 

物
の
腸
管
や
、
自
然
界
（
川
、
下
水
、
湖
な
ど
） 

に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。 

・
症
状
は
？ 

【
潜
伏
期
間
】
８
～
48
時
間 

【
症

状
】
激
し
い
腹
痛
や
下
痢
、
発
熱
、 

お
う
吐 

等 

・
主
な
原
因
食
品 

 

卵
又
は
そ
の
加
工
品
、
鶏
肉
、
う
な
ぎ
、
す
っ 

 

ぽ
ん
等
（
※
二
次
汚
染
に
よ
り
各
種
食
品
が
原 

 

因
食
品
と
な
る
場
合
も
あ
り
） 

・
予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

① 

卵
や
生
肉
は
十
分
に
（
中
心
部
を
75
℃

以
上
で
１
分
間
以
上
）
加
熱
し
て
調
理
す

る 

② 

卵
や
生
肉
は
10
℃
以
下(

で
き
る
だ
け

４
℃
以
下
）
で
保
管
す
る 

③ 

二
次
汚
染
予
防
の
た
め
、
生
肉
や
卵
調
理

後
の
器
具
、
手
指
は
十
分
に
洗
浄
、
消
毒

し
乾
燥
さ
せ
る 

④ 

動
物
を
媒
介
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
ネ

ズ
ミ
や
ゴ
キ
ブ
リ
等
の
駆
除
を
適
切
に

行
う 

等 

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）」
が 

制
度
化
（
義
務
化
）
さ
れ
ま
し
た 

 

令
和
２
年
６
月
１
日
か
ら
、
原
則
す
べ
て
の
食

品
等
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ

サ
ッ
プ
）
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
」
が
制
度
化
（
義

務
化
）
さ
れ
ま
し
た
。 

経
過
措
置
と
し
て
１
年
間
の
猶
予
期
間
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら

は
完
全
施
行
と
な
り
ま
す
。 

サ
ニ
ナ
ビ
２
月
号
、
４
月
号
で
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
つ
い
て
特
集
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
実
際
に

事
業
者
か
ら
出
た
質
問
と
回
答
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
す
。
（
参
考
：
厚
生
労
働
省
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度
化
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
」） 

 

☆
ま
ず
は
何
を
す
れ
ば
良
い
の
？ 

食
品
衛
生
法
施
行
規
則
に
定
め
ら
れ
た｢

一
般

的
な
衛
生
管
理｣

及
び｢

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た

衛
生
管
理｣

に
関
す
る
基
準
に
従
い
、
以
下
の
手

順
で
衛
生
管
理
を
行
い
ま
す
。 

①
衛
生
管
理
計
画
を
作
成
し
、
食
品
等
取
扱
者
や 

関
係
者
に
周
知
徹
底
を
図
る 

②
公
衆
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
適
切
に
行
う
た 

め
の
手
順
書
を
必
要
に
応
じ
て
作
成
す
る 

③
衛
生
管
理
の
実
施
状
況
を
記
録
し
、
保
存
す
る 

④
衛
生
管
理
計
画
及
び
手
順
書
の
効
果
を
検
証 

し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
内
容
を
見
直
す 

 

☆
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生

管
理
」
は
ど
の
程
度
で
き
て
い
れ
ば
良
い
の
？ 

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛

生
管
理
」
に
つ
い
て
、
各
業
界
団
体
が
策
定
し
、

厚
生
労
働
省
が
内
容
を
確
認
し
た
「
手
引
書
」
が

業
種
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

食
品
等
事
業
者
の
方
は
、
ま
ず
は
手
引
書
の
内

容
を
そ
の
ま
ま
実
施
す
る
、
又
は
手
引
書
の
内
容

を
参
考
に
衛
生
管
理
計
画
を
作
成
し
て
実
施
す

る
な
ど
し
て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ 

に
沿
っ
た
衛
生
管

理
を
実
施
し
て
下
さ
い
。 

手
引
書
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
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）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
他
、
保
健
所

窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

問
い
合
せ
窓
口
一
覧 

【
門
司
・
小
倉
北
・
小
倉
南
区
の
営
業
施
設
】 

保
健
所
東
部
生
活
衛
生
課 

 
 

所
在
地 

小
倉
北
区
馬
借
１-

７-

１ 

(

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階) 

 
 

電
話 

 

０
９
３-

５
２
２-

８
７
２
８ 

 
 

 
 

【
若
松
・
八
幡
東
・
八
幡
西
・
戸
畑
区
の
営
業
施
設
】 

 

保
健
所
西
部
生
活
衛
生
課 

 
 

所
在
地 

八
幡
西
区
黒
崎
３-

15-

３ 

(

コ
ム
シ
テ
ィ
６
階) 

 
 

電
話 

 

０
９
３-

６
４
２-

１
８
１
８ 

 

【
市
内
の
製
造
業(

菓
子
、
豆
腐
、
麺
類
製
造
業
を
除
く)

】 

 

保
健
所
東
部
生
活
衛
生
課(

広
域
食
品
指
導
係) 

 
 

所
在
地 

小
倉
北
区
西
港
町
94-

９ 
 

(

中
央
卸
売
市
場
管
理
棟
３
階) 

 
 

電
話 

 

０
９
３-

５
８
３-

２
０
４
８ 

 

編
集
後
記 

 

７
月
に
入
り
、
蒸
し
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

調
理
施
設
内
等
は
大
変
暑
く
な
り
ま
す
の
で
、
熱

中
症
に
注
意
し
て
、
水
分
は
こ
ま
め
に
と
り
ま
し

ょ
う
。 

今
月
の
写
真
は
、
大
分
県
の
別
府
北
浜
か
ら
見

渡
す
「
別
府
湾
」
で
す
。 

１5 


